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マレーシアマラッカ技術大学
（マレーシア）

モナシュ大学（オーストラリア）

南イリノイ大学（アメリカ）

クイーンズ大学（カナダ）

慶北大学（韓国）

合　計

8月24日～9月2日

8月20日～9月22日

8月22日～9月22日

8月8日～9月1日

8月11日～8月24日

夏休み短期海外留学先 派遣期間

72

9

3

2

2

88

人数

オークランド大学（ニュージーランド）

国家土木大学・ベトナム国家大学
（ベトナム）

クイーンズ大学（カナダ）

南イリノイ大学（アメリカ）

Global English Centre（マレーシア）

合　計

春休み短期海外留学先 派遣期間 人数

2月15日～3月14日

2月19日～2月27日

2月15日～3月15日

2月8日～3月9日

2月9日～2月23日

3月8日～3月22日

14

5

5

2

1

1

28

国際センター サマースクール「徳島であおう」2019
　　8月6日（火）から13日（火）まで、国際センターサマースクール「徳島であおう」2019を実施し、協定校からの留学生36名（中国 20名、台湾 
4名、ベトナム 4名、インドネシア 8名）が参加し、徳島大学の紹介や研究室訪問、徳島文化の
紹介・見学などを行いました。
　プログラム初日の8月7日（水）は、開講式、日本人学生とのキャンパスツアーを体験したの
ち、遍路を含む徳島文化の紹介、徳島邦楽集団・本学邦楽部による和楽器（琴、三味線、尺八）
の演奏を聴き、一緒に体験しました。二日目には、徳島ビジネス学習として大塚製薬を訪問・
見学し、午後には藍の館、渦の道、霊山寺を見学しました。三日目には、地域のボランティア
による茶道・書道など日本文化を体験しました。午後には総合科学部、理工学部、歯学部の研
究室などを訪問し、最先端の研究に触れることができました。
　最終の二日間は、徳島の豊かな自然を体験してもらうため、牟岐少年自然の家と「モラス
コ牟岐」（世界から集めた2,000種類以上の貝殻を展示している資料館）にて徳島の自然につ
いて学びました。参加した学生からは「日本と徳島を知ることができた」、「また徳島に来て
勉強したい」という声が聞かれました。 渦の道 見学集合写真

セミナーの様子

　国際センターでは日本や徳島での就職を希望する留学生を支援するために、キャリア支援室と
協力しながら「留学生のための就職支援セミナー」を開催しています。前期は合計6回のセミナー
を開催し、エントリーシートの作成方法や面接への対応について取り上げました。最終的には、延
べ37名の留学生が参加しました。
　後期最初のセミナーとして、10月21日（月）には第7回目のセミナーを開催し、就職支援サイト
の登録ならびに活用方法について学びました。今後は、より具体的な就職活動ができるように、エ
ントリーシートの作成方法や面接の対応、就労ビザと就活のポイントについての説明、インターン
シップへの参加方法などに関するセミナーの開催を予定しています。また、ジェトロ徳島などの外
部機関と協力をしながら、留学生に対する就職支援を進めていきます。

留学生のための就職支援セミナー

 　

　　　
　　　

福井国際センター長（左）
仁木徳島県立総合大学校本部長（右）

　7月10日（水）、本学国際センター内に「留学生共同サポートセンターとくしま」が開設されまし
た。このセンターは徳島県が実施する「留学生県内定着促進事業」の一環として開設されたもので、
徳島大学をはじめとする徳島県内の高等教育機関に在籍する外国人留学生の県内就職を支援する
ことを目的としています。
　今後は徳島県および県内各高等教育機関と協力し、外国人留学生の各種相談の受付、就職支援セ
ミナーの実施などを行います。具体的な情報については、下記ホームページを参照してください。

　「留学生共同サポートセンターとくしま」
　https://www.isc.tokushima-u.ac.jp/tokushima_collaborative_support/

「留学生共同サポートセンターとくしま」開設！

日本語研修コース
　日本語研修初級コースは、留学生が基礎的な日本語を学び、大学生活で日本語が使えるようにすることを目的としており、週10～15コマ
の授業を前後期それぞれ16週間提供しています。
　前期は、先端科学技術教育部、医科学教育部などで学ぶ学生（モン
ゴル 3名、ベトナム 1名、タイ 1名、アメリカ 1名）が参加し、日本
語・日本文化について集中的に学びました。後期は、高等教育研究セ
ンターで学ぶ6名の学生（フィリピン 2名、ウガンダ 2名、ホンジュ
ラス 1名、ジンバブエ 1名）に加え、先端科学技術教育部で学ぶモン
ゴル、インドネシアからの学生各1名、医科学教育部で学ぶエジプ
ト人学生1名が参加しています。
　また、渡日前入学許可制度で生物資源産業学部に入学予定の2名
の学生に対し、後期に日本語研修上級コースを開講しています。 2019年前期 修了式 2019年後期 開講式

2019年度短期海外留学プログラム
　日本人学生の国際化を促進するために、高等教育研究センターでは毎年夏期・春期の長期休業期間中に10日から1ヶ月の海外留学プロ
グラムを実施しています。留学先は、オーストラリア、ニュージーランド、アメリカ、カナダなどの英語圏に加え、中国、韓国、マレーシア、ベ
トナムなどのアジア圏も対象となっており、外国語学習や現地の学生・市民との交流を通した異文化体験に大きな効果を上げています。
　今年度は、夏休み期間中に留学ファースト・ステップとして、マレーシアマラッカ技術大学（マレーシア）に72名の学生が留学しました。
春休み期間中には、新しく国家土木大学・ベトナム国家大学（ベトナム）への留学も予定しています。

2019年度短期海外留学プログラム 実施報告・予定

慶北大学（韓国） 総合科学部  山下 花音

韓服を着て

　今回の2週間の留学は毎日が充実していて、とても楽しいものだった。毎日の授業は優しく面白い先生が分かりや
すく丁寧に教えてくれたため、楽しく学ぶことができた。生活によく使う単語や文法を習ったので、実際に留学中に
使えることもあった。文化体験で韓服を着たことや、テコンドー、路地ツアーを通して、韓国を身近に感じることがで
きた。帰るときにタクシーで空港まで行ったが、運転手の方が私たちが空港の中に入るまで見送ってくれて手を振っ
てくれたのが印象的だった。
　バディの方々も優しく、常に私たちのことを気遣ってくれた。また、たくさん話ができてよかった。この留学を通し
て、今までなかなか会えなかった同じ趣味を持つ友達ができたり、大邱という街を知り、いろいろなおいしい食べ物
を食べたりできた。今日本と韓国は緊張状態にあるが、実際には日本を友好的に考えている人もいることが実感でき
た。今回は2週間の留学だったが、次回はもっと長期間の留学に挑戦したいと思った。また、この韓国への留学で学ん
だことを、今後の進路にも生かしたいと思った。

南イリノイ大学（アメリカ合衆国） 医学部  野村 侑香

　今回の留学を通して、日本では経験することができないような貴重な時間を過ごすことができた。素敵なまちと素敵な人にお世話に
なり、本当に忘れることのできない留学となった。楽しいことも数多く経験したが、その中でも特に印象に残っているのは、アメリカン
フットボールの試合観戦とシカゴへの旅行である。私はアメリカンフットボールにとても興味があったので、試合観戦ができて本当に
幸せだった。大学チームを応援したのだが、観衆の多さやスタジアムの広さに圧倒された。シカゴ旅行では、さまざまなハプニングを経
験したが、そのたびに臨機応変に対応する力も身についた。ウィリスタワーの地上103階からの景色、シカゴ名物のシカゴピザ、2階建
てバスでシカゴを巡るなど、大都会シカゴを大満喫した。さらに、寮での生活も本当に楽しかった。最初は英語で会話することが難しい
と感じたときもあったが、英語を話す機会が多かったおかげで、英語でコミュニケーションをとることの楽しさを実感した。反省した
い点は、他国からの留学生との英語で会話するときにアクセントの違いで苦戦したことである。もっともっと私のスピーキング力やリ
スニング力を向上させたい、というさらなる目標ができた。今回の留学で学んだことをしっかりと活かしていきたいと考えている。自
ら国際交流ができる機会があれば積極的に参加したい。また、引き続き英語の学習も続けていきたい。 My kind teachers

マレーシアマラッカ技術大学（マレーシア） 生物資源産業学部  N. M.

　初めての海外だったので行く前はとても不安でしたが、徳島大学で事前
研修してくださったおかげで充分に準備して臨めました。
　マレーシアでの授業は楽しく遊びながら参加できる内容で、英語を使っ
たコミュニケーションに慣れることができました。
　現地の生活を体験し歴史的な建物を見学した他、ショッピングやお祭り、
観光スポットにも行きました。
　たった10日間でしたが、語り尽くせないほどの経験ができました。このよ
うな機会を与えていただき本当に感謝しています。迷っている方には、ぜひ
おすすめしたいプログラムです。



常三島キャンパス
地域創生・国際交流会館4階
月～金 9:00-17:00

蔵本キャンパス
蔵本会館2階
月～金 9:00-17:00

 官民協働海外留学支援制度 ～トビタテ！ 留学JAPAN 日本代表プログラム～ 官民協働海外留学支援制度 ～トビタテ！ 留学JAPAN 日本代表プログラム～

 　トビタテ！ 留学JAPAN第11期生（徳島県地域グローカル人材育成事業第4期生） 総合科学部4年  長樂 楓華

海外留学相談対応

カンボジア、フィジー共和国、韓国、アメリカ合衆国、スウェーデン、イギリス、フランス、インド、ラオス、カナダ、ドイツ、
中華人民共和国、インドネシア、コスタリカ、ルーマニア、ポルトガル、台湾、ベトナム、ネパール

これまで の 留 学 先 第1期～12期までの派遣人数：34名（全国版25名、地域版9名）

Global Space Josanjima / Kuramoto

総合日本語・留学生のための英語
　本学で学ぶ留学生を対象に、「総合日本語」ならびに「留学生の
ための英語」をレベルごとに週2回開講しています。
　前期の「総合日本語」については、常三島地区で初級を2クラス・
中級を3クラス開講し、蔵本地区で初級の授業を1クラス開講しま
した。後期は常三島地区で初級の授業を4クラス、中級の授業を1
クラス、蔵本地区では初級の授業を3クラス開講しています。前期
は43人、後期は42人の留学生が「総合日本語」で日本語を学んで
います。
　「留学生のための英語」は常三島地区で開講しており、前期には
初級レベルを2コマ、中級レベルを2コマ開講しました。後期は、同
じく初級・中級レベルの授業をそれぞれ2コマずつ提供しており、
合計で13名の留学生が英語学習に取り組んでいます。

外国人留学生在籍者数

外国人留学生
在籍者数（受入数）*年度

　徳島大学はグローバル化に
関する第3期中期目標で、キャ
ンパスのグローバル化、グロー
バル人材の育成を進めていく
ために、外国人留学生の積極的
な受け入れを行うことを掲げ
ています。その一環として、国
際センターでは、渡日前入学許
可制度やサマースクール、各種
留学生支援の充実を通して、外
国人留学生の増加に努めてい
ます。

* 在籍者数は毎年5月1日現在のもの。
** 2019年12月1日現在の受入数

207名（257名）

211名（271名）

236名（306名）

264名（332名）

238名（302名）**

2015年

2016年

2017年

2018年

2019年

渡日前入学許可制度
　徳島大学で2016年度に始まった渡日前入学許
可制度も今年で4年目となり、これまでに合計10
名の学部学生を受け入れました。当初は、ベトナ
ムのドンズー日本語学校との協定を基にスター
トし、この2019年には韓国ソウルの時事日本語
学院から第4期生となる4名が来日しました。
　高等教育研究センターでは対象の学生に対す
る日本語等予備教育を6か月間行っています。

理工学部（1名）、生物資源産業学部（1名）

理工学部（2名）、生物資源産業学部（1名）

理工学部（1名）、生物資源産業学部（2名）

理工学部（2名）
生物資源産業学部（2名）

2016年

2017年

2018年

2019年

第1期

第2期

第3期

第4期

2

3

3

4

2017年4月

2018年4月

2019年4月

2019年4月
2020年4月（入学予定）

入学先学部期 学生数 入学時期年度

日本文化・企業見学旅行
　外国人留学生に日本の文化や歴
史、技術への見聞を広めてもらうた
めに、毎年、日本文化企業見学旅行
を実施しています。今年度は6月15
日（土）に35名の留学生を対象に実
施し、姫路城（姫路）と「人と防災未
来センター」（神戸）をそれぞれ見
学・訪問しました。 人と防災未来センター

多文化体験交流会
　11月6日（水）に徳島大学工業会
館にて、多文化体験交流会を開催し
ました。2002年（平成14年）から実
施しているこの交流会も今年で17
回目となり、本学の留学生、日本人
学生、外国人研究者に加え、地域の
方々や県内大学の留学生等、約140
人が参加しました。 全員で阿波踊り

外国人留学生 奨学金授与式及び懇談会
　7月9日（火）に「令和元年度国際交流資金による外国人留学生奨学金授与式及び懇談
会」を開催しました。この奨学金は、藤井・大塚国際教育研究交流資金(医歯薬学系)及び徳
島大学国際教育研究交流資金(総合科学・理工学・生物資源産業学系)として県内企業や団
体の方々からいただいた寄附金を基にしています。授与式には、御寄附をいただいた企
業・団体ならびに本学留学生19名と大学関係者が出席しました。

寄附企業の方々と
留学生、大学関係者

地域との交流とグローバル事業
　国際センターでは外国人留学生が日本人学生や地域の方々と交流を通じて日本文化を学ぶ機会を提供しています。同時に、地域の方々が
留学生と学び合う場を設けることで、大学と徳島地域のグローバル化に貢献しています。

徳島市福島小学校訪問
　11月21日（木）、国際センター日本
語研修初級コースで学ぶ留学生11名
が福島小学校を訪問しました。自国の
紹介を行ったほか、児童が準備した
ゲームを通じて児童と交流しました。

国際交流サロンJSS 
日本語でしゃべらんで

　6月1日（月）、徳島大学国際交流サロンの
協力の下、地域交流プラザ（総合科学部2号
館）で国際交流サロン「日本語で話そう！『留
学生と書を楽しもう』」を開催しました。
　当日は、五月祭のにぎやかな雰囲気の
中、9名の留学生と日本人学生3名を含む日
本人9名が集まり、日本の書道を体験しま
した。「日本の書道は初めてでした。とても
楽しかった」（留学生）などの感想がありま
した。

徳島市新町小学校訪問
　11月30日（土）、留学生5名が新町小学校を訪
問しました。留学生は全校児童を対象に、自分の
国について日本語や英語で紹介を行いました。

吉野川市鴨島小学校訪問
　12月18日（水）、留学生10名が吉野川市鴨島
小学校を訪問しました。自分たちの国につい
て日本語で紹介し、児童と交流しました。留学
生にとっては日本の学校について学ぶための
素晴らしい機会となりました。

留学生による
国紹介

　官民協働海外留学支援制度として2014年から始まった「トビタテ！留学JAPAN日本代表プログラム」ですが、東京オリンピック・パラリ
ンピック競技大会が開催される2020年までに大学生の海外留学12万人（現状6万人）、高校生の海外留学6万人（現状3万人）への倍増を目指
す取り組みとして全国の大学および自治体で積極的に活動が展開されています。徳島大学からも第1期から12期までに合計34名が採択さ
れ、帰国後それぞれの分野でグローバルに活躍しています。

多様な活動を支援

留学プランを自分で設計

留学事前事後研修が充実

グローバル人材育成コミュニティ

手厚い支援

1 4

52

3

　交換留学など単位取得を前提としたアカデミック
な留学だけでなく、インターンシップやボランティ
ア、フィールドワークなど、多様な活動を支援します。

　学生が自ら定めた目標実現のために、「実践活動」が
含まれる留学計画を28日間から1年以内で自由に組
み立てられます。

　全国から選ばれた歴代派遣留学生や支援企業の
方々と交流できるトビタテ！留学JAPAN独自のコ
ミュニティに参加できます。

　返済不要の手厚い奨学金が給付されます。

　将来の日本に求められる資質や能力を伸ばすため、
各界のリーダーによる指導が受けられます。
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　私は2019年8月中旬から約１ヶ月半、ベトナムにて、徳島に本社がある市岡製菓株式会社の子会社である「市
岡ベトナム」でインターンをしました。
　目的は商品をより多くの顧客に届けるためのB to B販路拡大のプロセスを策定することでした。そのため
ホーチミンのあらゆるスーパーやコンビニを周って市場調査をしたり、実際に商品を卸しているコンビニエン
ス・ストアーでお客様のニーズの聞き取り調査をしたりしました。またその得た情報をもとに店舗訪問をし、試
食とともに商品の提案をしに行きました。
　ビジネスの知識や経験がない私には、活動を考え一人で動くことは想像以上にハードでした。ハプニングやト
ラブルもあり投げ出したくもなりましたが、現地の温かい人々の支えのもとやり切ることが出来ました。
　様々なコミュニティに一人でどんどん飛び込み、輪を広げる大切さに気付いたと改めて感じています。留学に
は苦しいことや辛いこともありますが、それ以上に楽しいことや嬉しいことも待っています。一生の財産にもな
るので、迷っている人は是非挑戦してください！

　海外留学を目指す学生、そして徳島大学で学ぶ外国人留学生のためのス
ペースとして、書籍等による情報提供、各種相談の場として開放しています。
日本人学生の海外留学に関する書籍、留学生の就職に関係する書籍などをそ
ろえています。

　常三島・蔵本両キャンパスで、日本人学生
の海外留学相談に随時対応しています。
　相談に来る時点で、明確なプランはなく
ても構いません。短期海外研修、交換留学、
留学計画、海外留学奨学金、外国語学習、ビ
ザ・渡航手続きについてなど、の相談に対応
していますので、海外留学を考えている方
は、気軽に地域創生・国際交流会館4階国際
センター・国際課へ、相談に来てください。

　徳島大学の留学生と日
本人学生がランチを食べ
ながら国際交流を体験す
るイベントです。2019年
度前期には週1回（計13
回）開催し、延べ400名が
参加しました。
　2019年度後期は毎週
木曜日の昼休み（11：50
～12：50）に地域創生・国
際交流会館1階で計13回
開催し、延べ200名以上
の学生が参加しました。


